
高齢者等のペット飼育について 

 

 

ペットの飼育でお困りの場合は、ひとりで抱え込まずに早めに相談しましょう 

入院や緊急時に備えて 

○預け先を決めておきましょう 
 家族・親戚・友人・近所の方など、いつも会っている人ならペットも安心です 

○かかりつけの動物病院を作りましょう 
 一時的な預かりができる場合もあります 

○ペットホテルやペットシッターを調べておきましょう 
 事前に調べ、試しに短期間で利用してみましょう  

 

将来へ備えて 

  ○ペットのための遺言や信託などの活用 
    自分がペットより先に死亡してしまったときのために決めておくことができます 

○老犬・老猫ホームの活用 
    有料で終生飼養を行う民間施設があります（事前によく調べてから相談や利用をしましょう） 

 

 

 

次のような状況が見られる場合は、お早めに堺市動物指導センターへご相談ください 

▷ ペットの数が多い（目安：5頭以上・増え続けている） 

▷ 高齢・独居などで世話が難しそう 

▷ 認知機能の低下や体調の悪化で世話が難しくなってきている 

▷ 金銭的に餌代・医療費などが負担になっている様子 

▷ 「手放したくないが困っている」と話す 

▷ 入院・施設入所の予定等があり、世話ができなくなる可能性がある 

▷ 緊急時の預け先や引き取り先がない 

▷ 世話ができなくなったらどうなるか考えていない 

 

※特に緊急性が高い状況 

▶ 動物の健康に問題がある（例：やせている、毛玉の放置など） 

▶ 飼育が行き届いていない状態（例：頭数増加、糞尿・ゴミが放置され不衛生） 

▶ 近い将来飼育が難しくなる可能性がある（例：飼い主の体調悪化など） 

 

 

   【相談先】 

 堺市動物指導センター 

 住 所：堺市堺区東雲西町１丁 8－17 

 T EL：072-228-0168 

 FAX：072-228-8156 

 E-mail：doshi@city.sakai.lg.jp 

ペットと暮らす皆様へ 

高齢者を支援されている皆様へ 


